
１・３１新宿反戦デモ 基調報告

改憲・戦争阻止！大行進　東京

　高市が解散総選挙に踏み切った狙いはただ一点、日本帝国主義の命運をかけた中国侵略戦争

に全面的に突撃する戦時独裁的体制を確立することです。「高市早苗が総理大臣で良いのか」

「国家経営を託していただけるのか」を問う――高市が傲慢に言っているのは、「与党過半数」を

維持して「勝利」すれば「全権委任」を得たとして、中国侵略戦争遂行のための国家への大転換を、

問答無用で押し通そうということです。だからこそ、この解散総選挙に対する回答は、中国侵略

戦争阻止の反戦闘争の爆発です。その力で高市を打倒することです。

　だが、いま目の前で行われている選挙で、この日帝の中国侵略戦争突入という核心を問題にし、

反対している政党は一つもない。国家主義・国益主義の立場にたち、帝国主義の支配を守り継続

させるという点で全政党が一致しているからです。こんな選挙に労働者、青年・学生の未来は一

切ありません。

　本日の新宿反戦デモは、労働者人民の実力闘争こそが戦争を止め社会を変革する真の力だと

いうことを示す闘いです。渦巻く怒りを、労働者民衆を支配し戦争に突き進む帝国主義の政治

家・資本家たちにたたきつけ、戦争の元凶＝帝国主義を打倒する巨大な反戦闘争への発展を切

り開きましょう。

●中国侵略戦争に突き進む日帝・高市を打倒しよう！

　高市は19日の記者会見で「安保関連３文書を前倒しで改定する。旧来の議論の延長ではない

抜本的な改定が必要」と言いました。

　日本帝国主義はそもそも、２２年に策定した安保３文書のもとで、歴史を画する大軍拡と戦争体

制構築を進めてきました。軍事費のＧＤＰ比２％化（５年で４３兆円）、中国本土に届く長射程ミサ

イルの九州への配備、沖縄・南西諸島の軍事要塞化、自衛隊基地の司令機能の地下化、弾薬庫

増設。陸海空３自衛隊の「統合作戦司令部」を新たにつくり、自衛隊と米軍の指揮統制の一体化

を進め、最高機密の対中国の日米共同作戦計画を策定し、その発動に向けた自衛隊と米軍の過

去最大規模を年々更新する大規模軍事演習も強行してきました。だが、これだけのことをやりな

がらこの「延長ではない抜本的改定が必要」と言っている。それは中国への侵略戦争の実際の発
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動、全面的突入以外のなにものでもありません。そのために必要なすべてのことを、もはや一切

の制約や歯止めを外してやるということです。

　すでにアメリカ帝国主義による中国侵略戦争－世界戦争が始まっています。昨年末の米国家

安全保障戦略（ＮＳＳ）の発動として強行されたベネズエラへの軍事侵攻は、アメリカ帝国主義の

世界支配とその延命のためなら、国際法など破壊して圧倒的な軍事力を行使することを全世界

に突きつけました。トランプ自身が横須賀で言い放ったように「政治的に正しいやり方はしない」

「戦争になれば徹底的に破壊する」ということです。グリーンランド「領有」＝強奪やキューバの体

制転覆、イランへの軍事介入・体制転覆も強行しようとしています。そのすべてに貫かれているの

は対中国であり、西半球からも、中東からも中国を叩き出すためのものです。

　高市やあらゆる勢力が「中国やロシアの脅威」などと言うが、まずもって「世界最強の軍隊」＝圧

倒的軍事力をもって、実際に世界を戦争にたたき込んでいるのはアメリカ帝国主義です。これま

での支配の崩壊を認めつつも、「世界の支配国」としての地位を暴力的に維持・再建するために、

「国際秩序」や戦後体制そのものをアメリカ帝国主義自らが破壊し、支配の最大の破綻点である

中国の体制を暴力的に転覆する恐るべき侵略戦争に突っ込んでいます。「中国脅威論」の本質は、

何より、アメリカ帝国主義をはじめ全帝国主義が中国スターリン主義を徹底的に追い詰めている

こと、そして帝国主義に包囲され、国内的にも労働者民衆の闘いによって体制的危機に陥る習近

平政権が、帝国主義打倒を放棄し世界革命の敵対・圧殺者であるスターリン主義ゆえの反人民

的な軍事対抗しかしないこと、それを帝国主義が一方的に「脅威」と叫び、侵略戦争の格好の口

実にしているということです。戦争の最大の元凶は帝国主義です。

　トランプ政権のＮＳＳは、中国が「核心的利益の核心」とする台湾が位置する「第一列島線のい

かなる場所においても侵略を阻止する」とし圧倒的軍事力を構築するとしました。その主力は日

本であり自衛隊だと言っています。１月２４日に発表した国家防衛戦略（ＮＤＳ）は、同盟国に対し

「GDP比５％」への軍事費引き上げを激しく突きつけています。

　この中国侵略戦争の最前線の役割を積極的主体的に担い、戦争放火者として登場しているの

が高市です。「普通の国」の名で敗戦帝国主義的あり方を突き破り、市場・資源・勢力圏の強奪を

かけた戦争として中国侵略戦争をやり抜くことに、帝国主義としての延命をかけています。そのた

めに、スパイ防止法制定や 9条改憲も強行して、戦後的政治支配のあり方も徹底的に破壊して、

反人民的な 20兆～30兆円の大軍拡をやって、中国侵略戦争を遂行する戦時独裁体制を確立

しようとしているのです。この米日の中国侵略戦争を阻止する巨大な反戦闘争で高市を打倒しよ

う！
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●差別・排外主義をあおる帝国主義を打倒しよう！

　昨年１１月に「台湾有事は日本の存立危機事態」と言い放った高市は、さらに１月２６日には「台

湾で大変なことが起きた時、私たちは日本人や米国人を救いに行かなきゃいけない。共同行動を

取っている米軍が攻撃を受けたとき、日本が何もせずに逃げ帰れば、日米同盟はつぶれる」と発

言しました。台湾有事になれば「自国民救出」のために自衛隊が米軍と共同行動をとると公言し、

さらに集団的自衛権を発動して全面的に参戦することを明言したのです。すさまじい戦争挑発で

あり、絶対に許すことはできません。

　「自国民救出」のために戦争を正当化することは、帝国主義戦争の常套手段です。かつて日本

帝国主義は「満蒙は日本の生命線」を掲げ、中国東北部侵略―満州国建国をでっち上げ、盧溝

橋事件をも引き起こして中国全面侵略戦争を強行し、2000万人のアジア人民を虐殺しました。

当時も「東洋平和のため」「自国の防衛のため」と言って残虐な植民地支配と侵略戦争を正当化

しました。高市はいま「違法外国人対策」「中国敵視」で差別・排外主義を煽り、人口減・国難を叫

びながら女性に非正規・低賃金のなか子産み道具となることを強い、さらにその中で性暴力・女

性差別が激化しています。朝鮮人・中国人の大虐殺、軍隊慰安婦問題や米軍の性暴力事件のよ

うに、かつても今も侵略戦争と外国人差別や女性差別・抑圧の激化は一体です。差別・抑圧の元

凶＝帝国主義を打倒しよう！　闘う中国・アジア人民と連帯し、日本の労働者階級の歴史の総括

をかけて、あらゆる差別・排外主義を打ち破り、米日の中国侵略戦争を絶対に阻止しよう！

●戦争に突き進む腐り果てた資本主義・帝国主義を打倒しよう

　高市・自民党は「日本列島を、強く豊かに」なるスローガンを掲げていますが、これは中国侵略

戦争のための「富国強兵」です。そして、高市が強調する「責任ある積極財政」とは、社会・経済・

財政、そして労働者の生活を徹底的に破壊しながら、成長戦略の柱は防衛産業・経済安保・戦争

だとして押し通し、すべてを戦争に叩き込んでいくものです。

　日帝ブルジョアジーは徹底的に行き詰まり、「軍需」と「戦争」に延命の道を見出すほどに腐り果

てています。昨年9月 19日に発表された「防衛力の抜本的強化に関する有識者会議」報告は、

「安全保障と経済成長の好循環を追求する」「防衛支出は国の将来を守るための投資だ」「経済

活動のベースには安全保障がある」などと、経済のためには大軍拡と戦争が必要だと徹底的に居

直っているのです。高市とこのブルジョアジーらは一体です。破産しきった帝国主義の支配を継

続させるために、中国侵略戦争－世界戦争という破滅の道に労働者人民を引きずり込もうとして

います。戦争でしか延命できない帝国主義を打倒しよう！
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　そもそも「消費税減税」という小手先の改良で、労働者民衆が生きていけない現実は何も変わ

りません。資本主義・帝国主義の危機と破産がその根本原因です。過去最高の株価は実体経済

とかけ離れたバブルでしかありません。実質賃金も下がり、解雇・倒産で雇用も崩壊しています。

資本主義の命脈が尽き果て、労働者を食わすこともできなくなったことの現われです。世界最悪

の1300兆円超の借金を抱え、金利上昇で国債価格が暴落してもおかしくない絶望的状況で、

戦争に活路を見出しているのです。これが帝国主義です。これに対し、巨大な反戦闘争の爆発の

中で、帝国主義打倒の階級的労働運動をもつくりだし、戦争に突き進む腐りきった資本主義・帝

国主義を打倒しよう。ロシア革命に続く、労働者による革命が今こそ必要です。

　中国侵略戦争阻止を真正面から掲げ、帝国主義打倒の巨大な反戦闘争を実現しよう！　戦闘

的大デモ＝ヘルスクラムデモで今日の新宿反戦デモを闘いましょう！

【当面する闘いの方針】

◆２･１長射程ミサイル配備阻止！健軍駐屯地闘争〔大行進九州〕

　２月１日（日）13時　熊本市・栄町公園

◆２･11 高円寺反戦デモ－女性解放学習会〔大行進杉並〕

　２月 11日（水・休）14時　高円寺中央公園 →反戦デモ

　　　★女性解放学習会⇒　16時　阿佐ヶ谷地域区民センター 第２・３集会室

◆２･13 狭山再審勝利！東京高裁要請行動・デモ〔全国水平同盟杉並支部／東日本解放共闘〕

　２月 13日（金）11時　東京高裁要請行動　／　12時　日比谷公園霞門 →デモ

◆２･15 三里塚東京集会・荻窪デモ〔大行進東京／大行進杉並〕

　２月 15日（日）13時30分　ワイム貸会議室・荻窪

◆２・22 ウクライナ開戦４年 新宿反戦デモ〔改憲・戦争阻止！大行進〕

　２月22日（日）13時00分　新宿駅東口駅前広場

◆３・８闘う国際婦人デー〔集会実行委員会〕

　3月8日（日）13時　ワイム貸会議室・高田馬場　　15時半デモ出発

◆３・１１反原発福島行動’26〔実行委員会〕

 3月 11日（水）13時　福島テルサ・FT ホール
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